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関東ブロック民俗芸能大会より

神奈川県民俗芸能保存協会
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☆☆第36回関東ブロック民俗芸能大会☆☆

（長野県阿南町）・ 早稲田人形

（新潟県大和町）・ 大前神社の式三番

（山梨県中富町）・ 西島の神楽

（神奈川県三浦市）・ チャッキラコ

（茨城県三和町）・ 三和舐園ばやし

（静岡県佐久間町）・ 川合花の舞

（神奈川県横浜市）・ お札まき

（・大会パンフレットより掲載・順番は当日の出演順　）

　
第
三
十
六
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

民
俗
芸
能
大
会
が
、
平
成
六
年

十

月
二
十
三
日
（
日
）
に
、
横

浜
市
市
民
会
館
関
内
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
昭
和
三
十
四

年
か

ら
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
の

一
貫
と
し
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
一

都
十
県

を
会
場
と
し
て
実
施
さ

れ

て

い
ま
す
。

　
今
回
は
＋
1
年
ぶ
り
に
神
奈

川
県
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら

は

三
浦
市
の
チ
ャ
ッ
キ
ラ
コ
と
、

横
浜
市
の
お

札
ま
き
が
出
演
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
当
協
会
会
員
も
含

め

八
百

名
余
り
の
観
客
で
盛
況

の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

早
稲
田
人
形
（
長
野
県
阿
南
町
）

　
早
稲
田

人
形
の
起
源
は
、
正
確
に
は
解
っ

て

い

ま
せ
ん
が
、
天
保
年
間
に
は
す
で
に

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

元
禄
時
代
、
大
阪
方
面
で
全
盛
を
極
め
た

人

形
芝
居
も
次
第
に
衰
微
し
、
地
方
人
形

の

盛
ん

な
場
所
へ
流
れ
、
伊
那
谷
の
当
地

早
稲
田
に
も
入
っ
て
き
て
、
明
治
か
ら
大

正
に
か

け

て
の
最
盛
期
を
む
か
え
ま
し
た
。

昭

和
初
期
に
後
継
者
難
で
一
時
衰
退
し
ま

し
た
が
、
戦
後
、
保
存
会
を
結
成
し
再
興

し
ま
し
た
。

　
人
形
は

す
べ
て
三
人
使
い
の
た
め
、
ほ

と
ん
ど
の
家
で
、
人
形
、
三
味
線
、
語
り

を
受
け
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か

も
家
々
で
は
語
り
、
三
味
線
、
立
役
、

女
形

と
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
家
筋
が
で

き
、
こ
れ
を
「
お
家
芸
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。　
人
形
の

特
色
と
し
て
は
、
神
事
に
深
く

関
わ
っ
て
お
り
、
八
月
二
十
四
日
の
早
稲

田
神
社
の
祭
り
に
は
、
氏
子
等
の
無
病
息

災
を
祈
念
し
て
、
三
番
里
を
奉
納
し
ま
す
。

又
、
一
月
十
五
日
の
神
送
り
の
神
事
に
も

人
形

が
登
場
し
ま
す
。
幣
束
を
持
っ
た
人

形
を
先
頭
に
、
神
興
を
担
ぐ
人
形
、
笛
、

太
鼓
、
鐘
等
で
行
列
を
つ
く
り
掛
け
声
を

か

け
な
が
ら
進
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
早
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稲
田

人
形

は
、
舞
台
の
み
で
な
く
、
土
俗

信
仰
の
方
向
へ
も
歩
ん
で
お
り
民
俗
学
的

に

も
貴
重
な
存
在
と
い
え
ま
す
。

〈
今
回
の
演
目
〉

三
番
里

と
絵
本
太
功
記
五
段
目

　
三
番
里
　
早
稲
田
神
社
の
祭
典
に
は
、

神
事
と
し
て
こ
の
三
番
隻
が
奉
納
さ
れ
ま

す
。
操
り
人
三
人
と
音
曲
の
三
人
が
、
白

峠
白
袴
で
神
に
正
対
し
て
行
い
ま
す
。
舞

台

で
は
幕

あ
け
三
番
里
と
し
て
黒
衣
で
操

り
ま
す
。
ま
ず
四
方
を
清
め
、
鶴
の
餌
拾

い
、
腰
越
え
、
鳥
飛
び
等
の
形
で
、
目
出

度
く
舞
い
納
め
ま
す
。

　
太

功
記
五
段
目
　
織
田
春
長
が
武
智
光

秀
の

謀
反
に

よ
り
、
本
能
寺
に
お
い
て
落

命
し
ま
す
。
こ
の
事
を
阿
野
の
局
が
、
中

国
に
て
郡
方
の
清
水
長
左
衛
門
宗
治
の
高

松
城
を
、
水
攻
め
に
し
て
戦
っ
て
い
る
、

真
柴
久
吉
の
と
こ
ろ
へ
、
都
よ
り
夜
を
日

に

継
い

で
注
進
に
来
ま
す
。
久
吉
は
す
ぐ

に

も
都
へ
引
き
返
し
て
、
亡
君
の
仇
、
武

智
光
秀
を
討
ち
た
い
が
、
そ
の
た
め
に
は

郡
方

と
和
議
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
郡
方
の
使
い
と
し
て
先
刻
よ
り
陣
中

に

来
て
い
た
、
安
徳
寺
恵
現
に
和
議
を
結

ぶ
使
者
を
命
じ
ま
す
。

（国選
択
・
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
）

大
前
神
社
の
式
三
番

　
式
三
番
と
は
能
楽
の
「
翁
」
の
こ
と
で
、

千
歳
と
翁
と
三
番
里
が
、
次
々
に
登
場
す

る
め
で
た
い
舞
で
す
。
翁
芸
は
能
楽
の
中

で

も
特
に
神
聖
視
さ
れ
る
舞
で
、
た
い
そ

う
大
切
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
翁
芸

は

様
々
な
形
で
各
地
の
神
事
や
芸
能
に
伝

承

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
舞
も
そ
の
一

つ
に

当
た
り
ま
す
。

　
露
払
い

と
い
う
べ
き
千
歳
の
舞
、
翁
の

荘
重

な
舞
、
三
番
里
の
狂
言
風
の
舞
と
い

う
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
が
、
「
と
う
と
う
た
り
ら
り
、
た
ら

り
ら
あ
」
に
始
ま
る
謡
の
随
所
に
見
ら
れ

る
文
句
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
舞
に
は
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
・

五
穀
豊
穣
を
祈
る
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
大
前
神
社
の
式
三
番
は
、
魚
沼
三
山
の

1
つ

、
八
海
山
の
麓
に
あ
る
大
崎
地
区
の

鎮
守
、
武
内
大
崎
神
社
に
伝
え
ら
れ
た
も

の

で

す
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
一
切
不

明
で
す
が
、
毎
年
例
大
祭
（
八
月
十
七
・

十
八

日
）
の
奉
納
芝
居
の
幕
開
け
に
、
儀

式

と
し
て
舞
い
継
が
れ
て
来
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
の
大
戦
に
際
し
て
、

一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

戦
後
地
元
の
有
志
の
手
に
よ
る
大
崎
郷
土

芸
能
振
興
会
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は

八

月
十
四
B
、
例
大
祭
の
宵
宮
に

奉
納
上
演

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
芸
能
の
所
作
や
口
上
、
筋
の
運
び

に

は
、
歌
舞
伎
狂
言
の
影
響
が
か
な
り
色

濃
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
能
楽

の
古
い
し
き
た
り
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

芸
能
史
の
上
か
ら
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い

ま
す
。
ま
た
、
三
番
隻
の
舞
の
中
で
、

大
勢
の
難
子
方
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
舞

う
と
こ
ろ
な
ど
は
、
い
か
に
も
農
村
ら
し

い
、
ひ
な
び
た
素
朴
な
感
じ
が
あ
ふ
れ
て

い

ま
す
。
三
番
曳
の
舞
は
、
新
潟
県
内
で

は

綾
子
舞
、
大
須
戸
能
文
弥
人
形
な
ど
に

そ

れ
ぞ
れ

伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
前

神
社
の
式
三
番
の
よ
う
に
歌
舞
伎
式
三
番

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
大
変
珍
し

い

例

と
言
え
ま
し
ょ
う
o

　
な
お
、
こ
の
式
三
番
と
同
種
の
も
の
は
、

桧
原
村
（
東
京
都
）
、
上
閏
戸
（
埼
玉
県
）
、

黒
平
（
山
梨
県
）
な
ど
に
み
ら
れ
ま
す
が
、

大

前
神
社
の
も
の
が
北
限
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
　
（
新
潟
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

西
島
の
神
楽
（
山
梨
県
中
富
町
）

　
　
　
　

r御
大
漁
の
儀
」

　

「
御

大
漁
の
儀
」
は
、
西
島
神
楽
十
七

座
の

う
ち
、
最
も
楽
し
く
、
軽
妙
な
な
か

に

も
素
朴
な
ふ
る
さ
と
の
心
を
伝
え
る
お

め

で
た

い
舞
で
あ
り
ま
す
。

　
神

楽
の
内
容
は
、
事
代
主
命
（
え
び
す

様
）
と
、
ひ
ょ
う
き
ん
な
従
者
（
お
か
も

ち
）
の
お
二
人
の
神
様
が
出
雲
の
浜
で
鯛

つ

り
に
興
ず
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
様
を
演
じ

ま
す
。

　
鯛
つ
り
の
え
さ
に
見
た
て
た
「
紅
白
の

祝
餅
」
を
ま
き
な
が
ら
登
場
し
t
．
1
1
人
の

神
様
が
交
互
に
釣
り
落
し
、
三
回
目
に
め

で
た

く
大
き
な
鯛
を
つ
り
上
げ
、
そ
の
喜

び

を
体
い
っ
ぱ
い
に
表
現
し
な
が
ら
、
ご

神
前
で
「
合
の
舞
」
を
奉
納
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
神
楽
の
見
ど
こ
ろ
は
、
出
演
す
る

神
楽
の
面
が
古
く
、
非
常
に
表
情
が
豊
か

で

あ
る
こ
と
と
、
鯛
を
釣
り
落
す
時
の
し

ぐ
さ
や
、
お
二
人
の
神
様
の
呼
吸
の
合
っ

た

「
合
の
舞
」
ま
た
、
従
者
が
最
後
に
退

場
す

る
と
き
の
「
足
の
か
え
し
」
さ
ら
に
、

は
や
し
の
曲
の
軽
快
さ
等
で
、
見
る
人
の

心
を
お
ど
ら
せ
ま
す
。

　
は

や

し
は
①
「
御
大
漁
の
曲
＿
1
　
（
w
s
つ

り
の
場
」
②
「
竜
拍
子
」
（
合
の
舞
）
③

r竜
拍
子
打
切
り
の
曲
」
（
従
者
退
場
の

一 4一

時
）
の
三
曲
で
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
「
紅
白
の
祝
餅
」
は
、
縁
起
の

よ
い
、
幸
せ
を
呼
ぶ
餅
と
し
て
大
変
喜
ば

れ
、
か
つ
て
、
　
r
六
十
一
年
か
い
し
団
体
」

の

開
・
閉
会
式
で
上
演
し
た
時
な
ど
、
全

国
の
選
手
団
か
ら
は
、
「
勝
利
の
餅
」
と

し
て
喝
采
を
博
し
、
ま
た
、
昨
年
の
「
伊

勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝
祭
」
に
山
梨
県
代

表
と
し
て
奉
納
し
た
時
も
大
好
評
で
し
た
。

　
武

田
信
玄
公
時
代
か
ら
約
四
百
年
の
風

雪
に

た

え
、
富
士
川
の
ほ
と
り
の
ひ
な
び

た

「
手
漉
和
紙
の
里
・
西
島
」
に
長
い
伝

統
の

中
で
洗
練
さ
れ
な
が
ら
受
け
つ
が
れ

て

き
た
土
の
香
の
た
だ
よ
う
、
郷
土
色
豊

か
な
素
朴
な
舞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　

（
山
梨
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

チ
ャ
ッ
キ
ラ
コ

　
　
　
（
神
奈
川
県
三
浦
市
）

　
三
浦
市
は
、
三
浦
半
島
の
先
端
に
位
置

し
、
花
暮
・
仲
崎
地
区
に
伝
わ
る
チ
ャ
ッ

キ
ラ
コ
の
起
源
は
古
く
’
　
l
七
五
a
（
年
の

三
崎
最
古
の
郷
土
誌
コ
ニ
崎
誌
」
（
木
村

草
也
著
）
に
「
初
瀬
踊
一
名
日
ヤ
リ
’
十

五
日
女
児
集
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
は
、
こ
う
し
た
民
俗
行
事
が
各
地
に
あ
っ

た

よ
う
で
す
が
、
今
日
で
は
殆
ど
消
滅
し

て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
踊
手
は

五
歳
～
十
三
歳
の
少
女
十
人
～

二
十
人

（制
限
は
な

い
）
で
、
歌
い
手
は

中
年
以
上
の
主
婦
五
人
～
十
人
位
で
演
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
少
女
達
の
衣
裳
は
、
明

治
四
十
四
年
二
月
十
二
日
の
三
崎
警
察
分

署
の
移
転
開
庁
式
に
お
い
て
、
消
防
組
頭

長
谷
川
嘉
兵
衛
が
考
案
し
た
千
早
に
朱
の

袴
・
金
色
の
立
烏
帽
子
・
花
か
ざ
し
に
変

わ
っ
た
も
の
の
、
昭
和
四
十
年
五
月
十
四

日
、
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の

を
機
に
、
元
の
正
月
用
晴
着
に
復
元
さ
れ

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
花
暮
・
仲
崎
両
地
区
で
は
、
踊
子
が
い

る
家
の
中
か
ら
各
一
軒
つ
つ
当
屋
が
で
き
、

一
年
間
一
切
の
世
話
を
す
る
し
き
た
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　
一
月
十
五
日
の
当
日
は
、

音
頭
取
り
や
少
女
達
は
当
屋
に
集
ま
り
、

朝
、
「
御
本
膳
」
と
い
う
親
愛
の
深
ま
る

こ
と
を
念
じ
た
祭
食
に
あ
ず
か
り
ま
す
。

　
チ

ャ
ッ
キ
ラ
コ
の
踊
り
は
次
の
六
種
類

で
す
。

　
・
ハ
ッ
イ
セ
　
　
　
右
手
に
舞
扇
　
　
　
向
立
舞

・

チ
ャ

ッ

キ

ラ
コ

・

二
本
踊

・

よ
さ
さ
節

・

鎌
倉
節

・

お

伊
勢
参
り

向
立
舞
と
は
、

両
手
に
コ

キ

リ
コ

両
手
に
舞
扇

右
手
に
舞
扇

右
手
に
舞
扇

右
手
に
舞
扇

向
立
舞

向
立
舞

向
立
舞

向

立
舞

円
　
舞

踊
子
が

半
数
つ
つ
二
列

に

な
っ
て
、
l
m
ほ
ど
間
を
お
い
て
向
い

合
っ
て
踊
る
も
の
で
す
。
チ
ャ
ッ
キ
ラ
コ

で

は
、
両
手
に
一
本
ず
つ
コ
キ
リ
コ
を
持

ち
七
・
五
・
三
の
拍
子
を
と
り
ま
す
が
、

他
の

五
つ
の
踊

り
は
、
扇
を
手
に
持
っ
て

踊
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

三
和
紙
園
ば
や
し

　
　
　
（
茨
城
県
三
和
町
）

　
三
和
祇
園
ば
や
し
は
、
三
和
町
八
坂
神

社
の

夏
祭
り
の
神
輿
の
渡
御
に
供
奉
し
、

五
穀
豊
穣
、
悪
疫
退
散
を
祈
願
し
て
奉
楽

さ
れ
る
は
や
し
で
す
。

　
大
太
鼓
、
つ
け
太
鼓
及
び
鉦
の
ほ
か
に

数
十
個
の
鼓
が

加

わ
っ
て
合
奏
さ
れ
、
き

り
ば
や
し
・
寄
せ
ば
や
し
・
こ
し
ゃ
ぎ
り
・

て

ま
り
ば
や
し
・
通
り
神
楽
ば
や
し
な
ど

の

曲
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
雅
や
か
な
音
色

は
、
京
都
の
祇
園
ば
や
し
の
は
な
や
か
さ

が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
古

く
は
、
茨
城
県
真
壁
郡
加
波
山
神
社

の

祭
礼
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
か
ら
加
波
山

ば

や

し
と
も
呼
ば
れ
、
歴
史
の
古
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
装
束
は
、
揃
い
の
鉢
巻
、

半
纏
、
足
袋
、
パ
ソ
ツ
（
白
ズ
ポ
ソ
）
と

い

っ

た

出
立
ち
で
行
い
ま
す
。

　

曲
目
の
代
表
格
で
あ
る
「
通
り
神
楽

（
シ

ャ

ギ

リ
）
」
は
、
そ
の
昔
、
郷
人
た

ち
が
夜
の
明
け
る
の
も
忘
れ
て
た
だ
一
心

不
乱
に

神
に
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
こ
の
曲

を
奉
楽
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
し
か
夜

は

明
け
始
め
て
付
近
一
帯
は
狭
霧
に
つ
つ

ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
名
付
け
て
こ
の

曲
を
サ
ギ
リ
（
後
に
土
地
の
な
ま
り
で
シ
ャ

ギ

リ
）
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
り
神
楽
を
編
曲
し
て
で
き
た

も
の
が
あ
り
、
一
つ
は
鼓
の
音
律
で
聞
か

せ

る
「
こ
し
ゃ
ぎ
り
」
二
つ
目
は
全
体
的

に
編

曲
し
た
「
は
な
し
ゃ
ぎ
り
」
で
、
3

つ

目
は
大
太
鼓
が
ゆ
っ
v
り
（
の
ろ
v
）

た

た

く
「
の
ろ
し
ゃ
ぎ
り
」
で
、
四
つ
目

は

大
太
鼓
バ
チ
数
を
抜
い
た
「
ぬ
け
ば
ち
」

で
す
。

　

こ
の
「
通
り
神
楽
（
シ
ャ
ギ
リ
）
」
は

別

名
「
き
り
ん
」
と
も
言
い
、
そ
の
い
わ

れ

は

郷
人
た

ち
が
、
夜
明
け
の
狭
霧
の
中

で
鼓
奏
を
続
け
て
い
る
と
、
真
心
が
神
に

通
じ
た
の
か
、
立
ち
こ
め
る
濃
霧
の
中
に
、

一
瞬
あ
た
か
も
麟
麟
が
お
ど
り
で
た
如
く

に

見
え
た
こ
と
か
ら
「
き
り
ん
の
曲
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
今
回
公
演
す
る
曲
目
は
リ

ズ

ミ
カ
ル
な
す
ば
ら
し
い
曲
ば
か
り
な
の

で
、
き
っ
と
茨
城
三
和
地
方
に
代
々
受
け
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関東プロツク民俗芸能大会出演民俗芸能一覧

都県名 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 山梨県 畏野県 静岡県

第1回 東金砂神社 大日堂獅子 木崎音頭 ささら獅子 佐原ばやし 御岳の太々 大山の神楽 花笠踊り 無生野の念 雨宮の御神 初島の鹿島

昭和34年9月 の田楽舞 舞 舞天狗拍子 神楽 舞 仏踊り 事 踊り

東京都

日本青年館 水府村 真岡市 新田市 皆野町 佐原市 青梅市 伊勢原市 両津市 秋山村 屋代町 熱海市

第2回 綱火 城銀舞 玉村横博音 金谷もちつ 州崎のみろ 八丈島の民 相模人形芝 大の阪おど 諏訪神社の 大門踊り 小国神社の

昭和35年7月 頭 き踊り く踊り 謡の樫立踊 居 り 天津司舞 舞楽

神奈川県 り

神奈川県立音

楽堂 伊奈村 大田原市 玉村町 東松山市 館山市 八丈島 厚木市 堀之内町 甲府市 松代町 森町

第3回 排禍噂子 風見の神楽 尻高の人形 大宮住吉神 丸山の三番 八王子の車 あやめ踊り 大須戸能 綱原の獅子 和合の念仏 藤守の田遊

昭和36年5月 芝居 楽 里 人形 舞 踊り び

長野県

長野市民会館 八郷町 塩谷市 高山市 板戸市 丸山町 八王子市 三浦市 朝日村 上野原町 阿南町 大井川町

第4回 あんば獅子 奈佐原文楽 榛名神社の たたら踊り きんちょこ 田遊祭 お峰入り 説経人形 春駒 やきもち踊 島田の鹿島

昭和37年5月 神代舞 節 り 踊り

群馬県

群馬音楽セソ

ター 桜川村 鹿沼市 榛名町 川ロ市 清和村 板橋区 山北町 新穂村 塩山市 伊那市 島田市

第5回 日立風流物 二荒山神社 雷電神社の 原馬室の獅 ぱっぼか穎 江戸の里神 鹿島踊り 角兵衛獅子 追分人形芝 古田人形 吉田町の大

昭和38年10月 田楽舞 里神楽 子舞 子舞 楽 居 奴

静岡県 猿田彦神社

の神楽亮子

駿河会館 日立市 宇都宮市 板倉町 鴻巣町 野田市 台東区 小田原市 月鴻村 大月市 箕輪町 新居町

第6回 西金砂田楽 関白獅子舞 下長機の三 玉敷神社神 木更津ぱや 鳳屋の舞 足柄ささら 白山神社舞 室伏の打は 木曽駒ヶ岳 今宮神社の

昭和40年3月 舞 番隻 楽 し 踊り 楽 やし 神社太々神 獅子舞

東京都 楽

日本青年館 金砂郷村 上河内村 前橋市 騎西町 木更津市 日の出村 南足柄町 能生町 牧丘町 上松町 熱海市

第7回 大串の散々 福原のもち 岩戸神楽 閏戸の式三 北之幸谷の 大森の水止 百万遍念仏 小獅子舞 内船歌舞伎 秋山地方の 富士1韓子

昭和41年3月 楽と大野の つき唄 番 奏子舞 舞 民謡おどり

山梨県 醐
山梨県民会館

ホール 常澄村 大田原市 南牧村 蓮田市 東金市 大田区 山北町 小木町 南部町 栄村 富士宮市

第8回 小栗内外大 南飯田の神 武尊の痴子 下間久里の 弥靱三番更 葛西難子 相模人形芝 根知山寺の 河ロの稚子 劇噛鮭f太々 熱海来宮神

昭和42年2月 神宮宮比講 田獅子 舞 獅子舞 居 延年 舞 神楽 社鹿島通り

茨城県

県立県民文化

センター 協和町 小山市 水上町 越谷市 海上町 葛飾区 厚木市 糸魚川市 河口湖町 長野市 熱海市

第9回 祭頭嘘子 野渡のささ 上泉獅子舞 内ヶ島の万 白桝粉屋お 江戸の里神 浦賀の虎踊 新穂舟下の 山梨岡神社 跡部の踊り ヒンヤイ鹿

昭和42年11月 ら獅子舞 作踊 どり 楽 り 鬼太鼓 太々神楽 念仏 ン舞

千葉県

千葉県文化会

館 大野村 野木町 前橋市 深谷市 芝山町 稲狡市 横須賀市 新穂村 春日居村 佐久市 中川根町

第10回 大杉神社十 田間の神楽 東音頭 秩父屋台廉 篠篭田の冑 江戸の太々 神代神楽 天津神社の 春米の銭太 台風のため 農兵節

昭和43年8月 二座神楽 子 子舞 神楽 舞楽 鼓 不参加

埼玉県

埼玉会館 桜川村 小山市 新町 秩父市 柏市 台東区 横浜市 糸魚川市 増穂町 三島市

第11回 お船唄 川俣の三番 南宝の神楽 鷲宮催馬楽 大塚ばやし 江戸の里神 噂子獅子舞 綾子舞 大草の綾棒 坂部の冬祭 清沢の神楽

昭和44年8月 隻 神楽 楽 踊り

新潟県

新潟県民会館 北茨城市 栗山村 北橘村 鷲宮町 市原市 荒川区

㎞
柏埼市 韮崎市 天竜村 静岡市
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川
合
花
の
舞

　
　
　
（
静
岡
県
佐
久
間
町
）

　

「
川
合
花
の
舞
」
は
静
岡
県
磐
田
郡
佐

久

間
町
の

川
合
に
鎮
座
す
る
八
阪
神
社
に

伝
承

さ
れ
て
い
る
湯
立
神
楽
で
す
。
本
来

は

霜
月
の
厳
寒
の
頃
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
十
月
の
最
終
土
曜
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
奥
三
河
地
方
の
「
花
祭
り
」
が
静

岡
県
側
に
も
伝
わ
り
、
現
在
で
も
佐
久
間

町
に

三
箇
所
で
花
祭
り
と
同
系
統
の
、
鬼

が
登
場
す
る
湯
立
神
楽
が
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
三
箇
所
と
も
芸
能
自
体
が
「
花
の

舞
」
と
呼
ば
れ
、
子
供
が
か
わ
い
い
花
笠

を
付
け
て
踊
る
「
花
の
舞
」
と
い
う
演
目

が
あ
り
、
こ
の
舞
が
強
調
さ
れ
、
奥
三
河

の

花
祭
り
と
違
う
名
称
が
冠
せ
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
八
阪
神
社
の
拝
殿
前
に
は
注
連
縄
で
区

画
さ
れ
た
二
間
四
方
の
舞
処
が
設
営
さ
れ

ま
す
。
中
心
に
湯
立
の
釜
が
据
え
ら
れ
、

釜
の
上
に
は
切
り
紙
（
キ
リ
コ
）
で
飾
ら

れ

た
ビ
ャ
ツ
カ
イ
が
吊
り
下
げ
ら
れ
、
無

処
内
に
は
四
箇
所
や
は
り
キ
リ
コ
で
飾
ら

継
が

れ

て

き
た
伝
統
芸
能
「
三
和
祇
園
ば

や

し
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
（
茨
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

れ
た

ユ

ブ
タ
が
吊
り
下
げ
ら
れ
ま
す
。
舞

処
内
の
釜
の
周
り
で
芸
能
が
演
じ
ら
れ
ま

す
o
　
ハ
マ
ミ
ズ
汲
み
と
し
て
湯
立
の
水
が
用

意

さ
れ
、
カ
マ
バ
ラ
イ
と
し
て
湯
立
の
釜

を
祓
い
、
火
防
せ
の
祈
薦
を
し
ま
す
。
そ

し
て
、
次
の
演
目
で
芸
能
が
続
き
ま
す
。

　
①
地
固
め
の
舞
②
二
つ
舞
③
三
つ
舞
④

山

見
鬼
⑤
四
つ
舞
⑥
榊
鬼
⑦
お
か
め
の
舞

⑧
湯
立
の
舞
の
順
で
舞
わ
れ
ま
す
。
二
つ

舞
は
二
人
の
舞
手
が
各
々
右
手
に
扇
、
左

手
に

鈴
・
八
千
代
（
木
製
刀
）
・
ボ
ウ
ズ

カ
（
色
紙
の
飾
り
が
付
い
た
木
製
刀
）
・

金
山
（
剣
）
を
持
ち
、
太
鼓
と
笛
の
楽
に

合

わ
せ
て
舞
わ
れ
ま
す
。
三
つ
舞
は
同
様

の

採

り
物
で
三
人
で
舞
わ
れ
ま
す
が
、
中

に

「
花
の

舞
」
と
呼
ば
れ
る
子
供
の
舞
が

挿
入

さ
れ
ま
す
。
山
見
鬼
は
「
山
の
神
」

と
も
呼
ば
れ
、
銭
を
持
っ
た
鬼
が
登
場
し
、

反

閉
を
踏
み
、
天
井
か
ら
吊
り
下
が
っ
た

ハ
チ

ノ
ス
を
銭
で
叩
き
落
と
し
乱
舞
し
ま

す
。
四
つ
舞
は
四
人
で
舞
わ
れ
つ
、
い
よ

い

よ
榊
鬼
が
登
場
し
、
ネ
ギ
と
門
答
の
後

乱
舞
し
、
湯
立
の
火
を
掻
き
散
ら
し
ま
す
。

面
の
舞
の
「
お
か
め
の
舞
」
と
「
湯
難
子
」

の

「
湯
立
の
舞
」
を
終
え
、
ネ
ギ
が
「
湯

上
げ
」
と
称
す
る
祈
薦
を
し
て
芸
能
を
終

了
し
ま
す
。

　
奥
三
河
の
花
祭
り
と
趣
を
若
干
違
え
た
　
れ
た
五
色
（
青
、

湯
立
の

神
楽
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
神
札
を
渋
う
ち
わ

　
　
（
静
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
　
き
散
ら
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
っ
て
帰
り
、
家

お
札
ま
き
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
ま
す
。
八
坂
神
社

　
八
坂
神
社
は
元
亀
二
年
（
一
k
i
七
l
l
）

勧
請
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
再
興
の

古
社
で
、
牛
頭
天
王
社
と
呼
ば
れ
て
き
ま

し
た
が
、
昭
和
七
年
に
八
坂
神
社
と
改
称

し
ま
し
た
。

　
お

札

ま
き
は
七
月
十
四
日
の
同
社
の
夏

祭

り
に
行
う
踊
り
で
、
元
禄
再
興
と
共
に

始
ま
っ
た
と
伝
え
ま
す
。
こ
の
踊
り
は
、

江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
、
江
戸
や
大
阪
で
盛

ん

に
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
消
滅
し

て

し
ま
い
、
現
在
は
東
海
道
の
一
隅
、
戸

塚
宿
に
だ
け
伝
え
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
男
子
十
人
が
姉
さ
ん
か
ぶ
り
に
檸
が
け

の

女
装

を
し
て
裾
を
か
ら
げ
、
渋
う
ち
わ

を
も
ち
ま
す
。
う
ち
音
頭
取
り
一
人
は
ボ

テ

カ
ズ
ラ
を
か
ぶ
り
ま
す
。
他
に
翁
面
を

懸
け
た
大
幣
を
持
つ
者
が
一
人
い
ま
す
。

　
音
頭
取
り
の
風
流
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り

手

が
唱
和
し
な
が
ら
輪
に
な
っ
て
右
回
り

に
踊

り
ま
す
。
踊
り
は
単
純
な
動
作
で
芸

術
的
価
値
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

踊

り
終
わ
る
と
音
頭
取
り
が
左
手
に
持
っ

た

「
正
i
位
八
坂
神
社
御
守
護
」
と
刷
ら

町
に

出
て
町
内
の

社
に

帰
っ
て
来
ま

　
そ

の

歌
詞
に
「

ず
か

っ

た

も
の
は

り
も
に
げ
る
」
と

園
祭
り
と
同
様
な

霊
除
け
の
行
事
で

て
い
ま
す
。

　
神
札
を
路
上
に

拾

わ
せ
る
と
い
う

は

極

め
て
珍
し
く

仰
資
料
と
し
て
の

　
　

（横
浜
市
指

定価な御撒
無値つ符き

散
ら
し
て
人
々
に

配

り
は
、
現
在
で

て

い

て
、
民
間
信

は
高
い
で
す
。

形
民
俗
文
化
財
）

　　　　　　　　　　　　　　　　家　　わ

あ御い’
り
が
た
い
お
札
、
さ

病

を
よ
け
る
、
コ
ロ

う
文
句
が
あ
り
、
祇

霊
信
仰
に
基
づ
く
厄

っ

た

こ
と
を
物
語
っ

あす十のの人で赤
　　　　　　　　　　　　　　　　、

－

あ
お
い
で
路
上
に
撒

万
は
争
っ
て
こ
れ
を

・

戸
口

や

神
棚
に
貼
り

境
内
で
踊
り
終
る
と
、

’
四
ケ
所
で
踊
っ
て
神

o

　　黄
　　　、

　　緑
　　　、

上白
　　　

撒の
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都　県　名 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 山梨県 長野県 静岡県

第27回 西金砂神社 半俵寒念仏 府屋の獅子 美和神社の 刈谷沢御作 田代神楽
昭和60年10月 田楽舞 舞 太々神楽 始の神事
新潟県 山北町

新発田市民文 越後の讐女

化会館 金砂郷村 那須町 黒川村 御坂町 坂北村 本川根町

第28回 安中中宿の 石原の獅子 松戸の万作 八丈島の民 相模人形芝 下夕町の痴
昭和61年10月

群馬県

前橋市民文化

燈籠人形
安中市

総社神社の
太々神楽

舞 踊り 謡 居 子舞

会館 前橋市 川越市 松戸市 八丈島 厚木市 小千谷市

第29回 神田ばやし 八坂神社の 新井八幡宮 天津司の舞 湯原神社式 戸田の漁師
昭和62年10月

山梨県

県民文化ボー

神楽 冑子舞 甲府市

箕輪新町の

おんねりと
巫女舞

三番 踊り・漁師

唄

ノレ 岩井市 宇都宮市 太田市 箕輪新町 臼田町 戸田村

第30回 横瀬の人形 おらんだ楽 王子田楽 チャッキラ 加茂に伝わ 山田の神楽
昭和63年10月

埼玉県

岩槻市立福祉

鋸
横瀬町

笹久保の古
式土俵入り

隊 ］ る後面 獅子

会館ホール 岩槻市 佐原市 北区 三浦市 加茂市 六郷町

第31回

平成元年10月

磐戸神楽 牧野舞伎 尻高の人形

浄瑠璃

竹間沢車人

形

上八町の痴
子狂言
須坂市

獅子舞かん

からまち
長野県 遺山の霜月

県民文化会館
祭南信濃村
香光寺木遣

中ホール 三和町 葛生町 高山村 三芳町
り長野市

掛川市

第32回 北羽島 沢井の獅子 沖縄民俗芸 巫女爺と若 十五所の甲 親沢の人形

平成2年10月
千葉県

香取神社の
獅子舞

舞 能 衆の手踊り 州ばやし 三番隻

成田国際文化
成田市
鬼来迎

会館 光町 青梅市 川崎市 越路町 櫛形町 小梅町

第33回

平成3年10月
20日

日立のささ

ら

関白流三依

獲子舞

下長磯操翁

式三番受

大瀬の穎子

舞

北風原の掲

鼓舞

清沢の神楽

静岡市

静岡県 藤守の田遊

静岡市民文化 ぴ

会館 日立市 藤原市 前橋市 八潮市 鴨川市 大井川町

第34回

平成4年11月
1日

鳳鳳の舞
日の出町
小河内の鹿

中野七頭舞 三条神楽 無生野大念

仏

仁科神明宮

作始め神事

梅津神楽

東京都

北とびあ
さくらホール

島踊

奥多摩町
王子田楽
北区 大井町 三条市 秋山村 大町市 本川根町

第35回 石岡ばやし 鷲宮神社の 沼須人形芝 台町の獅子 墨獅子舞 数馬の廊子
平成5年9月
26日

石岡市 太々神楽 居 舞 舞

茨城県

県民文化セン 水戸大神楽

ター 水戸市 都賀町 沼田市 本庄市 酒々井町 東京都
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都県名 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 山梨県 長野県 静岡県

第12回 真家のみた 百村の百堂 追具大国の 香取神社の 西ノ下の痴 小河内の鹿 相模人形芝 三条神楽 西島の神楽 仁科神明宮 沼田の湯立
昭和45年8月 ま踊り 念仏舞 卿子舞 獅子舞 子舞 島踊り 居 の神楽 神楽
栃木県

栃木会館 八郷町 黒磯市 利根村 庄和村 九十九里町 奥多摩町 小田原市 三条市 中富町 大町市 御殿場市

第13回 潮来ばやし 塩原の平家 かんかん踊 上覧ばやし 忽戸の三番 深川の力持 鳥屋の蹄子 文弥人形 甲府難子 柏原の盆お 山名神社天
昭和46年9月 獅子舞 り 貴布禰神社 里 舞 どり 王祭舞楽
埼玉県 神楽

埼玉会館 潮来町 塩原町 上野村 吉田町 千倉町 江東区 津久井町 佐和町 甲府市 信濃町 森町

第14回 上戸の痴子 鎧塚の宮比 万場町の盆 駒衣の伊勢 鬼来迎 浅草神社の 大山阿夫利 弥彦神社舞 十谷の三番 下栗の掛踊 三社祭礼難
昭和47年12月 舞 講神楽 踊り 音頭 びんざさら 神社の巫女 楽 要 り 子

千葉県 舞

千葉県文化会
館 牛堀町 佐野町 万場町 美里町 光町 台東区 伊勢原市 弥彦村 鍬沢町 上村 大須賀町

第15回 猿島ばやし 富山の佐々 近戸神社の 萩日吉神社 加茂の花踊 江戸の里神 鹿島踊り 白山神社の 吉田歌舞伎 奈良本の亮 懐山田楽
昭和48年9月 良舞 廊子舞 の神楽 り 楽 田遊神事 子神楽
山梨県

富士五湖文化

セソター 猿島町 馬頭町 柏川村 都幾川村 丸山町 品川区 湯河原町 畑野町 吉田市 青木村 天竜市

第16回～第18回は中止

第19回 閏戸の式三 岩沼の獅子 葛西力おしゃ 足柄ささら 能生町の綾 北口本宮富
昭和52年10月 番 舞 らく 踊り 踊り 士浅間神社
埼玉県 蓮田市 の神楽

老袋の万作

埼玉会館 川越市 長生村 江戸川区 南足柄市 能生町 富士吉田市

第20回 小栗内外大 宗円獅子舞 保渡田の冑 やったり踊 雪祭 滝沢の放歌
昭和53年10月 神宮宮比講 子舞 り 阿南町 踊り

長野県 神楽

大門通り
長野市民会館 協和町 宇都宮市 群馬町 春日部市 長野市 浜松市

第21回

昭和54年10月

東金ばやし
東金市
ぱっぱか声

深川の力持

ち

善部妙蓮寺

曲題目

大前神社の

式三番

丹波山村の

ささら麺子

天竜村の霜

月神楽
千葉県 子舞

野田市
袖ヶ浦町民会 神納神楽ば

やし館
袖ケ浦町 江東区 横浜市 大和町 丹波山村 天竜村

第22回 浅川のささ 発光路の強 二宮神社の 鷲宮催馬神 浦部の神楽 平野の盆踊

昭和55年9月 ら 力行事 式三番曳 楽
り静岡市

静岡県 天宮神社十
二段舞楽

清水市文化会 森町
藤守の田遊

館 大子町 粟野町 前橋市 鷲宮町 印西町 び

大井川町
第23回 柏木野の神 三増の獅子 大の坂 五行の舞 黒田人形 字久須の人
昭和56年10月

東京都

代神楽

檜原村
舞 形三番豊

江戸の大神

日本青年館
楽

台東区 愛川町 堀之内町 六郷町 上郷町 賀茂村

第24回 排禍ばやし 芦沼の残子 八木節 秩父神社神 松山神社の 説経浄瑠璃

昭和57年9月 八郷町 舞 楽 神楽

茨城県 小栗内外大

県民文化セン 神宮宮比講

ター 協和町 益子町 伊勢崎市 秩父市 八日市場市 板橋区

第25回 田宮ばやし 無量光寺双 佐渡鷺流狂 粘土節 大島山瑠璃 下田太鼓
昭和58年10月

神奈川県

盤念仏

相摸原市
言 寺の廊子舞

県立青少年セ
足柄ささら
踊り

ソター 新治村 南足柄市 真野町 田富町 高森町 下田市

第26回 百堂念仏 古馬牧人形 芦ヶ久保の 佐原嘘子 数馬の太神 面芝居
昭和59年10月 茂木町 蹄子舞 楽

栃木県

宇都宮市文化 城鍬舞

会館 塩原町 月夜野町 横瀬町 佐原市 槍原村 厚木市
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に指定された

指定無形民俗文化財の紹
た
県

新

神奈川県教育委員会は、平成七年二月十四日

「室生神社の流鏑馬」を県指定無形民俗文化財に

ました。

概要は次のとおりです。

（

o
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
室
生
神
社
の
流
鏑
馬
　
附
鞍
三
背

　
　
　
　
足
柄
上
郡
山
北
町

　
　
　
　

室
生
神
社
流
鏑
馬
保
存
会

　
流
鏑
馬
は

鶴
岡

八
幡
宮
、
寒
川
神
社
と

と
も
に
県
内
三
箇
所
に
残
る
が
、
山
北
町

の

室
生
神
社
に

伝
わ
る
も
の
は
、
唯
l
、

地
元
の

人
々

に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

最

も
古
い
か
た
ち
を
保
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
三
日
の
神
社
の
例
大
祭
に
行
わ

れ
、
的
に
当
た
っ
た
矢
の
数
に
よ
っ
て
、

翌
年
の
稲
作
に
つ
い
て
占
う
。

　

馬
場
は
、
神
社
前
の
道
路
に
砂
を
敷
い

て
整

え
ら
れ
、
全
長
約
二
七
〇
メ
－
ト
ル

で

あ
る
。
騎
射
に
先
立
ち
「
垢
離
取
り
場

（
こ
り
と
り
ば
）
」
で
み
そ
ぎ
を
行
う
点

や
、
先
導
と
射
手
の
二
頭
で
走
る
点
が
特

徴
的

で

あ
る
。
的
は
三
本
で
、
的
持
ち
が

持
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
家
が
決
ま
っ

て
い

る
。
農
民
の
間
に
、
口
伝
に
よ
り
継

承

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
で
流
派
の

作
法

と
は
異
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ

だ
け
に
民
俗
的
に
価
値
が
高
い
。

　
附
の

鞍
（
三
背
）
は
、
室
生
神
社
の
流

鏑
馬
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ

れ
ぞ

れ
に

年
記

（寛
永
捨
二
年
、
萬
治

三
年
、
寛
文
六
年
）
と
花
押
が
あ
り
制
作

年
代
を
示
し
て
お
り
、
流
鏑
馬
の
歴
史
に

関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

一 12一

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

し
オ

県
指
定
無
形
民
俗
文

　
　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
目
ハ

－
　
■
　
■
　
l
　
■
　
■
　
●
　
●
　
■
　
●
　
■
　
■
　
■
　
■

■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
書
　
■
　
●
　
■
　
●
　
p
　
●
　
■

e
　
　
■
　
　
■
　
口
　
　
■
　
　
●
　
■
　
　
●
　
■
　
　
s
　
　
●
　
■
　
　
●
　
■

■
　
■
　
書

■
　
口

■
　
●
　
■

■
　
■

　
山
北
町
室
生
神
社
の
流
鏑
馬
行
事
は
、

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。

　

八
百
有
余
年
の
伝
統
を
町
民
が
、
支
え

続
け
た
、
歴
史
と
文
化
の
輝
き
で
あ
る
と

同

時

に
、
か
な
が
わ
の
民
俗
芸
能
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
指
定
を
契
機
に
、
継
承
に
一

層
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
流
鏑
馬
保
存
会
に
伝
わ
る
起
源
に
よ
る

と
源
頼
朝
の
石
橋
山
挙
兵
の
際
平
家
方
に

味
方
し
た
為
、
川
村
の
領
地
を
没
収
さ
れ

斬
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
河

村
義

秀
が
、
鎌
倉
で
行
わ
れ
た
流
鏑
馬

（
元

久
元
年
、
一
一
九
o
年
）
の
妙
技
に

よ
り
免
ぜ
ら
れ
旧
領
に
復
帰
で
き
た
と
い

う
古
事
に
よ
り
ま
す
。

　

こ
の
翌
年
か
ら
室
生
神
社
の
流
鏑
馬
が

始

ま
り
中
途
、
農
村
の
手
に
よ
っ
て
継
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
1
の
的
に
当
た
れ
ば
早
稲
、

11の
的
は

中
穂
、
三
の
的
は
晩
穂
の
出
来

指
定
を
受
け
て

高

杉

工貝

を
占
う
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
十
1
月
三

日
の
神
社
の
例
大
祭
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
拝
殿
内
で
の
流
鏑
馬
開
始
の
式

後
、
騎
乗
者
は
法
被
姿
で
裸
馬
に
乗
り
、

馬
場
を
一
往
復
し
ま
す
。
馬
場
は
神
社
前

の
全
長
約
二
七
〇
米
の
舗
装
道
路
に
砂
を

敷

い

て

当
日
ま
で
に
整
え
ま
す
。
騎
馬
者

は
金
糸
三
色
刺
繍
の
腹
掛
・
赤
い
陣
羽
織
・

白
の
鶏
毛
を
立
て
た
兜
縞
柄
の
下
履
き
に

射
小
手
と
い
う
正
装
に
着
替
え
、
行
列
を

整
え
て
馬
場
入
り
し
、
馬
場
を
浄
め
な
が

ら
垢
離
取
場
に
向
か
い
、
垢
離
取
り
の
儀

を
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
流
鏑
馬
総
取
締
に
よ
っ
て
馬
の

脚
と
口
が
浄
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
は
、

神
社
前
東
八
百
米
の
堀
込
台
地
裾
の
社
地

に

あ
り
ま
す
。

　
始
式
は
、
　
一
の
的
を
鳥
居
前
馬
場
中
央

に

立
て
左
回

り
で
三
周
し
て
1
の
的
を
射

て
か

ら
、
横
で
待
機
し
て
い
た
先
導
の
騎

者
に

続
い
て
二
の
的
、
三
の
的
を
走
り
な

が

ら
射
ま
す
。
こ
の
先
導
と
射
手
の
二
頭

で
走

る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
的
は

九
〇
㎡
四
方
の
杉
板
で
、
高
さ
二
・

七
米

の

棒
に
付
け
ま
す
。
的
持
ち
は
、
世

襲
制
で
、
騎
乗
者
は
大
祭
一
週
間
前
に
小

田
原
の
御
幸
浜
で
身
を
浄
め
て
か
ら
は
、

潔
斎
を
守
り
ま
す
。

　
山

北
の

流
鏑
馬
の
主
な
特
徴
は
、
人
も

馬

も
潔
斎
が
終
わ
ら
な
い
と
儀
式
が
始
ま

ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

（
室
生
神
社
流
鏑
馬
保
存
会
会
長
）

（写真提供　㈲西岡スタジオ）
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国
・
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
7
・
2
・
1
4
現
在
）

〔国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
〕
3
件

チ

ャ

ツ

キ
ラ
コ

　
ち
ゃ
っ
き
ら
こ
保
存
会
（
三
浦
市
三
崎
）

　
　

S
5
1
・
5
・
4

相
模
人
形
芝
居
保
存
会

　
林
　
座
（
厚
木
市
）
長
谷
座
（
厚
木
市
）

　
下

中
座
（
小
田
原
市
）
S
5
5
・
1
・
2
8

山

北
の
お

峯
入
り

　
お
峯
入
り
保
存
会
（
足
柄
下
郡
山
北
町
）

　
　

S
5
6
・
1
・
2
1

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
　
2
5
件

沖
縄
民
俗
芸
能

　
沖
縄
芸
能
研
究
会
（
川
崎
市
川
崎
区
）

　
　

S
5
1
・
1
0
・
1
9

菊
名
の
飴
屋
踊
り

　

あ
め
や
踊
保
存
会
（
三
浦
市
南
下
浦
町

　
菊
名
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

下
九
沢
の

獅
子
舞

　
御
嶽
神
社
獅
子
舞
保
存
会
（
相
模
原
市

　
下
九

沢
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

大
島
の
獅
子
舞

　
大
島
諏
訪
神
社
獅
子
舞
保
存
会
（
相
模

　
原
市
大
島
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

大
山
阿
夫
利
神
社
の
倭
舞
及
び
巫
子
舞

　
倭
舞
・
巫
子
舞
保
存
会
（
伊
勢
原
市
大

　

山
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

足
柄

さ
さ
ら
踊

　
足
柄

さ
さ
ら
踊
保
存
会
（
南
足
柄
市
）

　
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

小
田

原
難
子

　
小

田
原
多
古
保
存
会
（
小
田
原
市
多
古
）

　
　
　
　
　
o
　
　
Q
〉

　
　
　
ユ

　
　
S
5
．
－
．
－

吉
浜
の
鹿
島
踊
り

　
鹿
島
踊
り
保
存
会
（
足
柄
下
郡
湯
河
原

　
町
吉

浜
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

寺
山
神
社
の
鹿
島
踊
り

　
根
府
川
鹿
島
踊
保
存
会
（
小
田
原
市
根

　
府
川
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

湯
立
獅
子
舞

　
仙
石
原
神
楽
保
存
会
（
足
柄
下
郡
箱
根

　
町
仙
石
原
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

湯
立
獅
子
舞

　
宮
城
野
獅
子
舞
保
存
会
（
足
柄
下
郡
箱

　
根
町
宮
城
野
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

111増
の
獅
子
舞

　
三
増
獅
子
舞
保
存
会
（
愛
甲
郡
愛
川
町

　
1
1
1
増
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

鳥
屋
の
獅
子
舞

　
鳥
屋
獅
子
舞
保
存
会
（
津
久
井
郡
津
久

　
井
町
鳥
屋
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

虎
　
踊

　
虎
踊
保
存
会
（
横
須
賀
市
西
浦
賀
町
）

　
　
　
　
　
o
　
’
　
a

　
　
　
ユ

　
　
S
5
．
1
．
1

貴
船
神
社
船
祭

　
貴
船
神
社
奉
賛
会
（
足
柄
下
郡
真
鶴
町

　
真
鶴
）
　
S
5
1
・
1
0
・
1
9

御
霊
神
社
の
面
掛
行
列

　
御
霊
会
（
鎌
倉
市
坂
ノ
下
）

　
　
　
　
　
o
　
　
　
9

　
　
　
ユ

　
　
S
5
．
1
．
1

お

馬
流
し

　
本
牧
お
馬
流
し
保
存
会
（
横
浜
市
中
区

　
本

牧
町
）
　
S
5
3
・
6
・
2
3

茅
ケ

崎
海
岸
浜
降
祭

　
茅

ケ
崎
海
岸
浜
降
祭
保
存
会
（
茅
ケ
崎

　
市

南
湖
海
岸
）
　
S
5
3
・
6
・
2
3

大
磯
町
の
左
義
長

　
大
磯
町
左
義
長
保
存
会
（
中
郡
大
磯
町

　
小

磯
）
　
S
5
3
・
6
・
2
3

国

府
祭

　
国
府
祭
保
存
会
（
中
郡
大
磯
町
国
府
本

　
郷
）
　
S
5
3
・
6
・
2
3

世
附
の
百
万
遍
念
仏

　
世
附
百
万
遍
念
仏
保
存
会
（
足
柄
上
郡

　
山
北

町
）
　
S
5
3
・
6
・
2
3

三
戸
の
お
精
霊
流
し

　
三
戸
お

精
霊
流
し
保
存
会
（
三
浦
市
初

　

声
町
三
戸
）
　
S
5
3
・
6
’
2
3

相
模
人
形
芝
居

　
前
鳥
座
（
平
塚
市
四
ノ
宮
）

　
足
柄
座

（南
足
柄
市
斑
目
）

　
　

S
5
7
・
2
・
9

善
部
妙
蓮
寺
の
曲
題
目

　
善
部
妙
蓮
寺
曲
題
目
保
存
会
（
横
浜
市

　
旭

区
善
部
町
）
　
H
3
・
2
・
8

室
生
神
社
の

流
鏑
馬
　
附
鞍
三
背

　
室
生

神
社
流
鏑
馬
保
存
会
（
足
柄
上
郡

　
山

北

町
）
　
H
7
・
2
・
1
4

（注
）

指
定
物
件
名
、
保
存
会
名
（
所
在

地
）
指
定
年
月
日
の
順
に
記
載
。
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●

4

鞠
羅
の
絨
立
と
盛
衰

淵
㎜
㎜
川
肥
潤
則
㎜
㎜
㎜
㎜
川
川
川
㎜
作
－
美
禰
子

O
は
じ
め
に

　
県
最
北
部
に

位
置

す
る
津
久
井
郡
藤
野

町

は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
静
か
な
た
た

ず

ま
い
の
町
で
あ
る
。
こ
の
藤
野
に
は
、

近
年
、
芸
術
家
が
多
く
移
り
住
み
、
芸
術

村
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の

芸
術
家
集
団
に
よ
る
様
々
な
地
域
お
こ

し
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
な
か
な
か
に

素
晴
ら
し
い
o

　
昨
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）
、
藤
野
町

篠
原
地
区
の
大
石
神
社
で
、
地
区
の
地
芝

居
に

使
わ
れ
て
い
た
廻
り
舞
台
を
四
十
年

ぶ

り
に
回
し
、
人
形
浄
瑠
璃
が
奉
納
さ
れ

た
。
二
年
ほ
ど
前
に
、
藤
野
町
に
移
ら
れ

た
文
楽
の
人
形
遣
い
・
吉
田
勘
緑
氏
を
中

心
に

し
た
「
藤
野
舞
台
を
創
る
会
」
が
、

大
石
神
社
の
氏
子
連
や
町
の
協
力
を
得
て
、

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
き
る
限
り
、

昔

な
が
ら
の
素
朴
な
雰
囲
気
を
再
現
し
よ

う
と
努
め
ら
れ
て
い
た
。
廻
り
舞
台
の
機

能
を
備
え
た
拝
殿
は
、
精
霊
が
宿
る
か
の

よ
う
な
大
き
な
杉
の
木
立
ち
に
抱
か
れ
て

い

る
。
拝
殿
前
に
む
し
ろ
を
敷
き
つ
め
、

あ
い
に
く
の
雨
を
大
き
な
テ
ソ
ト
の
屋
根

で
防
ぐ
。
客
席
を
青
竹
で
桝
席
の
よ
う
に

区
切
り
、
客
席
中
央
の
通
路
を
花
道
と
し

て
、
人
形
を
登
場
さ
せ
た
。
氏
子
連
の
手

で
床
下
の

ろ
く
ろ
が
回
さ
れ
る
と
、
ゆ
っ

v
り
と
舞
台
が
回
っ
た
。
　
「
あ
ー
、
回
っ

た

！
回
っ
た
！
」
。
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手

と
ど
よ
め
き
が
お
こ
る
。
舞
台
と
客
席

が
一
体
と
な
り
、
昔
の
ム
ラ
芝
居
の
盛
り

上

り
も
、
か
く
や
と
思
え
た
。

　

こ
の
廻
り
舞
台
が
、
常
に
使
用
可
能
な

状
態
で
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
篠
原
地
区
の
住
民
に
よ
る
歌

舞
伎
芝
居
は
、
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。

高
度
成
長
期
に
途
絶
え
た
が
、
い
ま
、
町

全
体
で
復
興
に
取
り
組
ま
れ
、
藤
野
の
歌

舞
伎
芝
居
と
し
て
蘇
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
藤
野
町
に
、
県
下
最
古

の

伝
承

を
持
つ
三
人
遣
い
の
人
形
芝
居
・

牧
野
人
形
の

あ
っ
た
こ
と
を
、
知
る
人
は

少

な
い
。
大
石
神
社
の
あ
る
篠
原
地
区
の

隣
に

位
置
す
る
大
久
和
が
、
牧
野
人
形
の

ふ

る
さ
と
で
あ
る
。
江
戸
及
び
周
辺
地
区

の

三
人

遣

い

人

形
芝

居

は
、
寛
延
二
年

（
1
七
四
九
）
、
江
戸
市
村
座
・
中
村
座
・

森

田
座
の
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
の
歌
舞
伎
興

行
以
来
、
急
速
に
流
行
し
て
、
在
来
の
土

佐
節
・
金
平
節
・
説
経
節
に
よ
る
人
形
芝

居
を
圧
倒
し
た
。
忠
臣
蔵
は
そ
の
前
年
、

大
阪
竹
本
座
で
初
演

さ
れ
、
末
曽
有
の
人

気

を
呼
ん
だ
が
、
江
戸
に
お
け
る
義
太
夫

節
の
人
形
芝
居
は
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
流

行
し
た
。
江
戸
作
者
に
よ
る
狂
言

も
新
作
さ
れ
、
明
f
f
　
（
1
七
六
四

～
1
七
七
1
）
を
頂
点
と
し
て
華

や
か
な

時
代
を
迎
え
た
。
牧
野
人

形
は

こ
の
気
運
に
先
行
し
て
、
相

模

国
に
最
初
に
定
着
し
た
人
形
芝

居
で
あ
る
。

口
牧
野
人
形
と
神
原
家

　
大
久
和
地
区
に

三
人
遣
い

の
人

形
芝
居
が

定
着
し
た
背
景
に
は
、

豪
族
的
有
力
農
民
・
神
原
家
の
存
、

在
が

あ
る
。
神
原
氏
は
室
町
時
代

に

は

足
利
将
軍
家
の
御
家
人
だ
っ

た

が
、
戦
国
期
に
は
今
川
氏
に
仕

璽

え
、
駿
河
の
蒲
原
を
領
し
、
蒲
原
氏
を
名

乗
っ
て
い
た
。
今
川
義
元
が
桶
狭
間
の
戦

い

で

信
長
に
敗
れ
た
折
、
留
守
を
守
る
氏

真
を
家
来
の
高
林
源
兵
衛
が
襲
っ
た
。
不

意
を
う
た
れ
て
な
す
術
の
な
い
家
中
に
あ
っ

て
、
当
時
の
神
原
家
当
主
・
三
郎
左
衛
門

徳
兼
の
捨
身
の
働
き
が
、
氏
真
を
救
っ
た
。

そ
の
際
氏
真
よ
り
賜
わ
っ
た
「
感
状
」
が
、

今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
永
禄
十
1
　
I
年
　
（
1

五
六

九
）
、
徳
川
氏
と
の
掛
川
城
の
戦
い

で

も
、
徳
兼
は
大
い
に
勇
戦
し
、
家
康
に

も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
と
い
う
。
今
川
氏

の
滅
亡
に

よ
り
、
徳
兼
は
浪
人
し
、
郎
党
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の

志
村
・
中
口
・
柿
沢
氏
と
も
ど
も
、
結

局
牧
野
に
居
つ
き
、
地
元
の
豪
農
・
佐
藤

氏
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

安
定
し
た
。

　
慶
t
u
X
九
年
　
（
　
1
六
〇
四
）
、
伊
奈
忠
次

が
、
検
地
巡
国
の
際
、
牧
野
村
に
至
り
、

そ
こ
に
神
原
徳
兼
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て

驚
く
と
と
も
に
、
懐
旧
の
情
を
あ
た
た
め
、

家
康
に

も
報
告
し
、
徳
兼
は
二
十
貫
文
の

土
地
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
寛
文
検
地

を
施
行
し
た
領
主
・
久
世
氏
は
、
神
原
氏

に

十
人
扶
持

を
与
え
た
。
神
原
氏
が
牧
野

村
の

地
元
の
旧

家

で
は

な
か
っ
た
に
も
か

か

わ
ら
ず
、
大
経
営
を
営
み
、
大
規
模
な

屋
敷
の

主

人
で
あ
り
え
た
の
は
、
徳
川
氏

の

庇
護
の
結
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
神
原

氏
の
屋
敷
の
様
子
は
『
新
編
相
模
国
風
土

記
稿
』
に
「
里
正
五
郎
宅
図
」
と
し
て
載
っ

て
い

る
。
大
き
な
長
屋
門
・
母
屋
・
裏
の

台
地
の
墓
地
・
そ
し
て
石
段
下
の
道
路
に

整
然

と
並
ぶ
一
族
郎
党
の
小
屋
の
列
。
こ

れ
は

豪
族
的
有
力
農
民
（
神
原
家
は
大
久

和

の
一
人
百
姓
で
あ
っ
た
）
の
邸
宅
図
と

し
て
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
的
安
定
に
加
え
、
神

原
家
代
々
は
江
戸
遊
学
の
経
歴
を
持
つ
老

多
v
、
数
学
者
あ
り
、
医
者
あ
り
、
文
化

人
の
色
彩
濃
い
人
々
で
あ
っ
た
。
大
久
和

に

牧
野
人
形
が

定
着
し
た
背
景
に
、
神
原

家
の
存
在
あ
り
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

⇔
牧
野
人
形
の
カ
シ
ラ

　
昭

和
二
十
八
年
、
故
永
田
衡
吉
先
生
が

調
査
な
さ
っ
た
時
に
は
、
カ
シ
ラ
は
神
原

家
門
前
の
農
家
・
柿
沢
家
に
保
管
さ
れ
、

翁
面

と
浄
瑠
璃
本
が
神
原
家
に
残
さ
れ
て

い

た
。
カ
シ
ラ
は
総
数
二
十
七
個
。
破
損

が

甚
し
く
、
こ
の
ま
ま
の
カ
シ
ラ
を
用
い

て

の
芝
居
の

上
演
は
望
む
べ
く
も
な
い
。

が
、
制
作
当
時
の
ま
ま
塗
替
え
も
な
く
、

特
徴
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
制
作
年
代

は

天
明
～
宝
暦
の
あ
い
だ
と
推
定
さ
れ
、

様
式
は
古
浄
瑠
璃

カ
シ
ラ
の
遺
風
を
伝
え

て

い

る
。
人
形
の
肩
板
と
胴
輪
の
つ
な
ぎ

の

反
古
紙
に

”

宝

暦
”
の
文
字
が
読
取
ら

れ

た
。
こ
れ
は
牧
野
人
形
芝
居
の
定
着
年

代

を
考
察
す
る
唯
一
の
物
証
で
あ
る
。
し

か

し
現
在
、
こ
の
反
古
紙
は
失
わ
れ
て
い

る
。
　

牧
野
人
形
の
カ
シ
ラ
の
特
徴
と
し
て
、

θ
　
カ
シ
ラ
の
寸
法
が
、
男
四
寸
・
女
三

　

寸
五
分
を
基
本
と
し
て
い
て
、
小
さ
い
。

◎
　
文
七

と
ケ
ン
ビ
シ
の
表
情
が
峻
別
さ

　

れ

て
い
な

い
o
こ
れ
は
、
淡
路
・
江
戸

　

系
人
形
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

◎
　
源
太
・
娘
・
子
役
に
は
、
そ
の
造
型

　

に

古
浄
瑠
璃
カ
シ
ラ
の
面
影
が
残
っ
て

　
い
る
。

⑲
　
心
串
は
一
般
に
長
く
、
頑
丈
で
あ
る
。

㊨

心
串
に
引
栓
の
ミ
ゾ
が
な
い
。
文
楽

　

系
の
引
栓
・
淡
路
系
の
ブ
ラ
リ
式
と
違

　
い
、
コ
ザ
ル
式
と
呼
ば
れ
る
江
戸
系
で

　
あ
る
。

◎
　
鉄
砲
ざ
し
の
仰
度
を
持
つ
カ
シ
ラ
が

　
多
い
o

㊥
　
三
番
里
が
翁
面
を
用
い
る
淡
路
系
で

　
あ
る
。

こ
と
な
ど
が
、
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
貴
重
な
カ
シ
ラ
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
神
奈
川
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
、

現
在
、
三
月
十
八
日
に
新
し
く
な
っ
て
開

館

し
た
、
県
立
歴
史
博
物
館
に
保
管
さ
れ

て

い

る
。
ぜ
ひ
、
写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

四
神
原
家
の
浄
瑠
璃
本

　
神
原
家
の
お
び
た
だ
し
い
蔵
書
の
中
に

11十
冊
の

浄
瑠
璃
本
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
当
用
○
○
記
」
と
表
題
し
た
筆
写
本
が

あ
っ
て
、
そ
の
中
に
吉
原
・
江
戸
三
座
・

勘
三
郎
・
竹
之
丞
、
勘
弥
ら
の
こ
と
を
書

い

た
一
冊
が
綴
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
　
「
享

保
九
年
」
「
享
保
十
年
」
の
文
字
も
見
え

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
江
戸
へ
往
来
し
た

先
祖
た
ち
が
書
き
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
所
蔵
の
浄
瑠
璃
本
も
そ
の
人
た
ち
と

関
連
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　
浄
瑠
璃
本
目
録

　
　
十
行
本
（
1
1
1
冊
）

ω
　
丹
生
山
田
青
海
劔
（
元
文
三
年
）
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甲
斐
源
氏
桜
軍
配
（
宝
暦
六
年
）

祇
園
祭
礼
信
仰
記

（
宝
暦
七
年
）

七
行
本
（
十
一
冊
）

壇
浦
尭
軍
記
（
享
保
十
七
年
）

鎌
倉
比
事
青
砥
銭
（
享
保
十
八
年
）

註
・
完
本
。
奥
附
に
「
豊
竹
越
前
少

豫
大
阪
心
斎
橋
正
本
屋
九
左
衛
門
」

③
　
芦
屋
道
満
大
内
鑑
（
享
保
十
九
年
）

3
　
軍
兵
富
士
見
西
行
（
延
享
二
年
）
註
・

朱
入
り

⑤
　
双
蝶
々
曲
輪
日
記
（
寛
延
二
年
）

㈲
　
恋
女
房
染
分
手
綱
（
宝
暦
元
年
）
註
・

　
奥
附
に

「寛
延
四
年
」
と
あ
る
。
改
暦

　

前
に

刻
板
が
。

ω
　
義
経
腰
越
状
（
宝
暦
四
年
）
註
・
完

　

本
。
表
紙
は
後
補
。
奥
書
に
「
義
経
新

　
含
状
」
「
南
蛮
鉄
後
藤
目
貫
の
改
作
」

　

と
あ
る
。
二
十
四
丁
目
か
ら
朱
入
り
。

G
　
小
野
道
風
青
柳
硯
（
宝
暦
四
年
）

⑨
　
　
義
仲
動
〔
功
記
　
（
宝
暦
六
年
一
二
月
）

o
　
s
c
若
葉
相
生
源
氏
（
安
永
）

⑪
　
有
職
鎌
倉
山
（
寛
政
元
年
六
月
）
註
・

　
奥
附
に
「
寛
政
元
年
西
年
　
菅
専
助
中

　
村
魚
眼
」
と
板
刻
。

　
　

六
行
本
（
六
冊
）

ω
　
小
田
館
双
生
日
記
　
註
・
表
紙
裏
に

　

「
明
和
七
年
　
京
都
扇
谷
和
歌
大
夫

　
菅
専
助
」
の
板
刻
。

②
　
（
合
本
）
楠
む
か
し
噺
（
舌
切
雀
よ

　

り
端
午
之
段
ま
で
）
・
義
経
千
本
桜

　

（
狐
忠
信
之
段
）

③
　

（
合
本
）
清
姫
日
高
川
の
段
・
茜
染

　

野
中
の
隠
井
（
完
本
）

ω
　
神
霊
矢
口
渡
　
註
・
完
本
。
表
紙
に

　

「
天
保
十

三
寅
九
月
五
日
」
裏
表
紙
に

　

r弘
化

三
年
」
の
墨
書
あ
り
。

㈲
　
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
（
十
段
目
）
註
・

　
朱
入
り
。
　
「
文
政
六
年
正
本
所
、
江
戸

　
馬

喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助
」
の
板
刻
o

㈲
　
（
合
本
）
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
（
天
川

　
屋
の

段
）
・
傾
城
阿
波
の
鳴
門
（
八
ツ

　
目
切
）

以
上
二
十
冊
の
浄
瑠
璃
本

も
県
立
歴
史
博

物
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
。

国
牧
野
人
形
の
定
着
年
代

　

刊
本
年
代
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三

1
）
か

ら
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
至

る
六
十
二
年
間
で
あ
る
。
牧
野
人
形
に
そ

の

期

間
内
に
定
着
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら

v
宝
暦
年
間
に
誕
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
根
拠
は
、

〇
　
十
行
本
・
七
行
本
合
せ
て
十
四
冊
の

　

う
ち
宝
暦
の
も
の
が
六
冊
あ
る
。
ま
た

　
六
行
本
の

う
ち
「
忠
臣
蔵
」
「
茜
染
」

　
r
楠
む
か
し
噺
」
「
日
高
川
」
も
宝
暦
以

　

前
の
当
り
狂
言
で
あ
る
。

◎
　
二
十
冊
の
う
ち
「
丹
生
山
田
」
「
甲

　

斐
源
氏
」
「
鎌
倉
比
事
」
「
軍
法
富
士
見

　
西
行
」
「
義
仲
勲
功
記
」
「
相
生
源
氏
」

　
「
小
田
館
」
な
ど
は
稀
曲
と
い
う
べ
き

　

も
の
で
あ
る
。
淡
路
・
信
州
伊
那
な
ど

　

に

も
類
本
が
み
ら
れ
る
。
伊
那
の
古
田

　
人
形
上
演
記
録

な
ど
の
資
料
に
よ
れ
ば

　
初
演

と
ほ
と
ん
ど
同
期
に
上
演
さ
れ
て

　
い

る
。
牧
野
人
形
も
同
様
だ
っ
た
の
で

　
は
な
か
ろ
う
か
。

◎
　
人

形
の

肩

板
と
胴
環
の
ツ
ナ
ギ
に

　

r宝
暦
」
と
書
い
た
反
古
紙
が
使
わ
れ

　
て
い
た
。

⑳
　
カ
シ
ラ
に
江
戸
系
十
八
世
紀
カ
シ
ラ

　
の
特
徴
が
あ
る
。

㊨
　
隣
境
、
甲
州
追
分
人
形
は
享
保
初
発

　

と
推
定
さ
れ
る
。
牧
野
人
形
は
追
分
と

　

同
系
の
淡
路
人
形
で
、
明
治
・
大
正
期

　

ま
で
淡
路
の
人
形
遣
い
が
両
地
を
か
け

　
も
ち
で
歩
い
て
い
た
。

繋難
欝
鱒
糞
嚢
馨
翁
薯

因
牧
野
人
形
の
盛
衰

　
昨

年
、
実
際
に
人
形
遣
い
と
し
て
牧
野

人
形
座
に
参
加
し
て
こ
ら
れ
た
唯
一
の
生

存
者
・
柿
沢
義
輝
氏
が
逝
去
さ
れ
た
。

　
義
輝
氏
に

よ
れ
ば
、
氏
が
参
加
し
て
い

た

大
正
期
、
主
遣
い
は
化
粧
を
し
て
顔
を

出
し
て
い
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
出
遣
い

で

あ
る
。
興
行
は
一
幕
一
時
間
で
五
幕
ほ

ど
や
り
、
主
な
演
目
は
太
功
記
十
段
目
・

鎌
倉
三
代
記
・
弁
慶
上
使
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
　
　
惑
箋
藷
、
1
I
r
．
／
／
H
／
r
’
”
r
’
／
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大
久
和
以
外
に
も
二
十
個
所
ぐ
ら
い
回
っ

た
。
大
久
和
の
人
形
が
旅
興
行
に
出
る
と

陽
気

が
よ
く
な
る
と
い
わ
れ
た
。
　
一
晩
の

ご
祝
儀
は
二
十
円
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
す

べ
て

集
落
の
会
計
に
入
れ
、
道
具
の
補
修

や
購
入
に

あ
て
た
。
人
形
遣
い
の
師
匠
は

讃
岐
出
身
の
吉
田
愛
三
郎
さ
ん
で
、
「
愛

ち
ゃ
ん
」
と
か
「
愛
ジ
イ
」
と
か
呼
ば
れ

て

い

た
。
二
百
題
も
の
外
題
を
そ
ら
ん
じ

て
い

て
、
他
所
か
ら
ど
ん
な
演
目
の
注
文

が
あ
っ
て
も
、
応
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
義

太
夫
は

小
俣
宣
三
さ
ん
の
弾
き
語
り
で
あ
っ

た
。
芝
居
の
練
習
は
ト
コ
バ
（
柿
沢
理
髪

店
）
で
や
っ
た
。
座
員
は
八
名
で
、
男
役

を
志
村
岩
光
、
柿
沢
嘉
十
郎
、
女
役
を
柿

沢
重
豊
、
柿
沢
竹
次
、
柿
沢
義
輝
が
担
当

し
、
柿
沢
貞
義
、
中
口
政
義
、
柿
沢
祐
雄

の

三
人
は
男
女
両
方
の
役
を
こ
な
し
た
。

　
こ
の
デ
ク
人
形
｝
座
も
大
正
末
期
を
も
っ

て

自
然
消
滅
し
、
い
ま
は
カ
シ
ラ
も
様
々

な
資
料
も
皆
、
県
立
歴
史
博
物
館
に
寄
託

さ
れ
て
い
る
。

が
、
帰
り
際
に
「
大
久
和
に
住
ん
で
い
る

の

で
す
が
、
少
し
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

と
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た
方
が
い
た
。
特

に

新
住
民
の

中
に
は
知
ら
な
か
っ
た
方
も

多
く
お
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
反
響
も
大

き
く
喜
ん
で
い
る
。

　
牧
野
人
形
は
貴
重
な
資
料
を
残
し
て
活

動
は
途
絶
え

て

し
ま
っ
た
。
が
、
相
模
人

形
は

五
座
が
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

こ
と
し
も
大
石
神
社
で
の
人
形
浄
瑠
璃
公

演
も
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ぜ

ひ
、
地
域
の
公
演
を
ご
覧
下
さ
り
、
ご
批

評
い
た
だ
き
た
い
。

〔参
考
文
献
〕

神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑
（
無
形
文
化
財
篇
）

日
本
の
人
形
芝
居
・
新
編
相
模
国
風
土
記

稿
・
藤
野
町
文
化
財
調
査
報
告
書
・
相
州

牧
野
村

　
　
　
　
　
（
相
模
人
形
芝
居
研
究
家
）

灘
ぎ
姦
藏
露
§
羅
ε
1
こ
’

白

こ
∨
）
主

’

l
＋

黛
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掲
終
り
に

　
悲

し
い
こ
と
に
民
俗
芸
能
は
、
ど
こ
で

も
案
外
地
元
の
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

昨
年
の
奉
納
人
形
浄
瑠
璃
の
折
、
牧
野
人

形
に

つ
い

て
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
だ

4

ニ

ュ

ー
ス
・
伝
言
板

㎏芦

新
規
会
員
募
集

　

民
俗
芸
能
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
人
、

ま
た
民
俗
芸
能
に
興
味
を
お
持
ち
の
人
等

協
会

で

は
、
多
く
の
方
々
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
勧
誘

に

御
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
協
会
の
事

業
と
し
て
、
各
種
芸
能
見
学
会
、
会
報
の

発
行
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
入
会
ご

希
望
の
方
は
、
氏
名
、
住
所
、
職
業
、
電

話
番
号

を
明
記
の
上
事
務
局
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
費
は
年
額
一
口

千

五
百

円
、
団
体
三
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
協
会
の
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

に

は
、
会
員
の
皆
様
の
会
費
納
入
に
つ
い

て

の

御
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。
会

費
は
原
則
と
し
て
、
各
年
度
5
月
末
日
ま

で
に

納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協
会
行
事
報
告

o
平
成
6
年
度
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
及
び
総
会
の
開
催

　
　
平
成

6
年
6
月
3
日
（
金
）
神
奈
川

　
　
自
治
会
館
に
お
い
て
、
本
年
度
理
事

　
　
会
及
び

総
会
が
開
催
さ
れ
、
五
年
度

　
　
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ

　
　
た
。
併
せ
て
六
年
度
事
業
計
画
案
、

　
　
予
算
案
が
可
決
さ
れ
た
。
総
会
終
了

　
　
後
記
録
映
画
「
善
部
妙
蓮
寺
の
曲
題

　
　
目
」
が
上
映
さ
れ
た
。

o
第
十
八
回
相
模

　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
ら
踊
り
大
会

期
　
日
　
平
成
6
年
7
月
3
0
日
（
土
）

会
　
場
　
綾
瀬
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ソ
タ
ー

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

概
　
要
　
小
園
は
や
し
保
存
会
の
太
鼓
に

　

よ
り
賑
や
か
に
始
め
ら
れ
た
。
葛
原
・

　
愛
甲
・
遠
藤
・
長
谷
・
海
老
名
・
秦
野
・

　
南
足
柄
・
綾
瀬
の
八
保
存
会
の
踊
り
が

　
披
露

さ
れ
、
最
後
に
合
同
発
表
と
し
て

　
”
神
奈
川
踊
り
”
を
参
加
者
と
観
客
が
一

　
緒
に

踊
り
交
流
を
深
め
た
。

o
rア
ジ

ア
・
太
平
洋
う
た
と

　
　
　

お
ど
り
の
祭
典
」
見
学
会

期

　
日
　
平
成
6
年
9
月
2
3
日
（
祝
）

場
　
所
　
国
立
劇
場

概
　
要
　
文
化
庁
主
催
　
当
県
か
ら
は

　

r善
部
妙
蓮
寺
の
曲
題
目
」
が
出
演
。

　
　
国
内
は
も
ち
ろ
ん
国
外
か
ら
の
参
加

　
者

も
あ
り
国
際
色
豊
か
な
大
会
で
あ
っ

　
た
。

　
　
他
の
演
目
は
、
次
の
と
お
り
。
カ
ソ

　
ボ
デ
ィ
ア
王
国
国
立
民
族
影
絵
団
、
西

　
サ
モ
ア
民
族
芸
能
団
、
寺
崎
は
ね
こ
踊

　
り
（
宮
城
県
）
、
白
鳥
踊
（
岐
阜
県
）
、

鳥
取
の
民
謡
（
鳥
取
県
）
、
種
子
島
南

種
子
の

う
た
と
お
ど
り
（
鹿
児
島
県
）

参
加
者
56
名

o
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

民
俗
芸
能
大
会
見
学
会

期
　
日
　
平
成
6
年
1
0
月
2
3
日
（
日
）

場

所

横
浜
布
市
民

会
館
関
内
ホ
ー

　
ル
大
ホ
ー
ル

　
参
加
老
2
6
名

o
全
国
民
俗
芸
能
大
会
見
学
会

期
　
日
　
平
成
6
年
1
1
月
2
　
a
n
　
（
土
）

場

所

（財
）
日
本
青
年
館

概

要
文
化
庁
の
企
画
で
毎
年
行
わ
れ

　
て
お

り
、
今
年
で
四
十
四
回
目
。
今
回

　
は
、
”
民
俗
芸
能
　
北
か
ら
南
か
ら
”
と

　
し
て
行
わ
れ
た
。

　

演
目
は
次
の
と
お
り
。
小
迫
の
延
年

（
宮
城
県
）
、
日
向
盲
僧
　
琵
琶
（
宮

崎
県
）
、
白
石
踊
り
（
岡
山
県
）
、
沖
縄

小
浜
島
の
芸
能
（
沖
縄
県
）

参
加
者
3
3
名

o
創
立
30

周
年
記
念

　
　
　

西
風
流
発
表
会
（
後
援
）

日
時
平
成
6
年
1
1
月
2
7
日
（
日
）

場

所
横
須
賀
市
文
化
会
館

　
創
立
2
0
周
年
記
念
行
事
・
記
念
舞
踊

r飴
屋
踊
り
」

o
第
2
2
回
相
模
人
形

　
　
　
　
　
　
芝
居
大
会
（
後
援
）

m
時
平
成
7
年
2
月
1
9
日
（
日
）

場

所

南
足
柄
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

概
　
要
　
5
座
が
一
堂
に
会
し
て
、
日
頃

　
の
練
習
の

成
果

を
発
表
し
た
。
各
座
員

　
の

熱
演
に

観
客
か
ら
暖
か
い
拍
手
が
送

　
ら
れ
た
。
演
目
は
次
の
と
お
り
。

　
　
傾
城
阿
波
の
鳴
門
”
巡
礼
唄
之
段
”

　
（
下
中
座
）
、
増
補
生
写
朝
顔
日
記
”
宿

　
屋

よ
り
大
井
川
ま
で
”
（
前
鳥
座
）
、
絵

　
本
太
功
記
十
段
目
”
尼
ヶ
崎
之
段
上
”

　
（
林
座
）
、
絵
本
太
功
記
十
段
目
”
尼
ヶ

　
崎
之
段
下
”
（
長
谷
座
）
、
壼
坂
霊
験
記
”

　
沢
市
内
よ
り
谷
底
ま
で
“
（
足
柄
座
）
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o
平
成
6
年
度
後
継
者

　
　
育
成
事
業
「
指
導
者
研
修
会
」

日
　
時
　
平
成
7
年
3
月
2
5
日
（
土
）

場
　
所
　
神
奈
川
自
治
会
館

概
　
要
　
午
前
中
は
、
後
藤
　
淑
会
長
か

　
ら
「
民
俗
芸
能
の
現
状
」
と
称
し
て
、

　
お
話
を
聞
い
た
あ
と
、
3
月
に
オ
ー
プ

　
ン

し
た
県
立
歴
史
博
物
館
を
見
学
し
た
。

　
参
加
者
　
1
8
名

o
二
宮
町
民
俗
芸
能
保
存
会

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
創
立

　
　
　
　
　
　
20

周
年
記
念
誌
刊
行

o
箱
根
湯
立
獅
子
舞

　
　
文
化
財
指
定
ω
周
年
記
念

　
　
　
　
　
行
事
及
び
記
念
誌
刊
行

日
　
時
　
平
成
6
年
1
1
月
2
0
日
（
日
）

場
　
所
　
宮
城
野
公
民
館
、
宮
城
野
温
泉

　
　
　
　
会
館

o
鎌
倉
芸
能
大
会

日
時
平
成
6
年
9
月
2
5
日
（
日
）

場

所
鎌
倉
芸
術
館
小
ホ
ー
ル

　
演

目
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　

山
ノ
内
祭
ば
や
し
、
鎌
倉
神
楽
、

い

そ

ざ
き
、
も
ち
つ
き
唄
、
田
植
え
歌
、

大
船
甚
句
、
は
や
し
獅
子
、
建
長
寺
鎌

倉
流
御
詠
歌
、
焼
米
つ
き
唄
・
田
植
唄
、

台
祭
り
ば
や
し
、
木
遣
歌
、
天
王
唄
、

面
掛
行
列

o
茅
ケ
崎
市
芸
能
大
会

目
　
時
　
平
成
6
年
1
1
月
2
7
日
（
日
）

場

所

茅
ケ
崎
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
小
ホ

ー
ル

　
演
目
は
次
の
と
お
り
。

　
寿

三
番
里
、
円
蔵
祭
ば
や
し
、
カ
ッ
パ

　
踊

り
、
サ
サ
ラ
盆
唄
、
間
門
甚
句
・
柳

　
島
舟
唄
、
岡
崎
踊
り
、
餅
掲
唄
麦
打
唄
、

　
茅
ケ
崎
ふ
る
さ
と
音
頭
、
実
り
の
喜
び
、

　
大
漁
舟
上
げ
唄
、
焼
米
掲
唄
、
芹
沢
祭

　
ば
や

し
、
エ
ソ
コ
ロ
節
、
乙
女
文
楽
、

　
壼
坂
観
音
霊
験

　
　
　
　
編

集

後

記

　
編
集
部
で
は
会
員
の
方
々
か
ら
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
活
動

状
況
、
行
事
の
写
真
、
ま
た
は
情
報
交
換

の

場

と
し
て
御
活
用
く
だ
さ
る
な
ど
、
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
　
機
関
誌
5
8
号
1
6
ペ
ー
ジ
、
会
員

活
動
紹
介
の
記
事
中
小
田
原
民
俗
芸
能
大

会
の
出
演
団
体
に
山
王
大
漁
木
遣
唄
保
存

会
が

欠
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
関
係
者
の

皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

rか
な
が
わ
の
民
俗
芸
能
」
第
5
9
号

　
平
成
7
年
3
月
3
1
日
発
行

編
集

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
り
3
3

神
奈
川
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部

文
化

財
保
護
課
内

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
会
協
会

事
務
局
廿
（
1
o
2
）
一
一
一
一
㈹

発
行
　
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会

印
刷

　株
　式
　会
　社
魯

＿港
333

　 栄
八

八印

五刷
㈹
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